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文書№95691-2792-0000 4版 

 

ＤＣ６１００ 簡易取扱説明書［DC6100接続編］ 
 

ＮＥＣ Ａｖｉｏ赤外線テクノロジー株式会社 
 

 

※注意事項 
 ・本製品をご使用になる前には必ずＤＣ６１００取扱説明書 №95691-2791-0000をご参照下さい。本簡易取扱説明書はＤＣ６１００

取扱説明書をよく理解していただいた上での要約をまとめたもので、本製品の取扱を詳細に記してはいません。 

 

 ・本製品の各入力ユニットは、右から順に自動的に装着位置番号が振られます。入力ユニットの途中にブランクパネル DC61-210が

入っていてもチャネルの右詰は行いません。入力設定・収録チャネルもブランクパネル数分空くことになります。 

 

 ・本製品のユニット着脱について、実施前に必ず電源をＯＦＦし、安全のために電源コードをコンセントから抜いてから行ってくださ

い。電源通電中のユニット着脱は、本製品の故障の原因となりますので行わないで下さい。 

 

 ・コントロールユニット DC61-101と複数台接続を行う場合にＳＹＮＣコネクタを使用します。コントロールユニット装着の本体がマ

スタとなり、電源ユニットDC61-102およびDC61-104のＣＡＳＥ №は「０」に指定します。 

 

 ・電源コードは３Ｐコンセントに接続し必ず接地されることを確認してください。止むを得ず３Ｐコンセントから接地できない場合は

電源接続する前に、接地ネジ（本製品を接地するネジです）で必ず大地に保護接地して下さい。 

 

 ・入力端子のドライバ締め付け力は 0.5Ｎｍ～0.6Ｎｍで締め付けてください。強く締め付けると銅線が入力端子台の内部で押し切れ

てしまい故障する恐れがありますので、注意してください。 

 

 

 

本内容を無断で転載することは固くお断りしています。 

【コントロールユニット DC61-101】 

・操作パネル： 

 メモリ収録ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチ：  

  スイッチを一度押すとメモリ収録がＳＴＡＲＴ

しＲＥＣランプが点灯します。もう一度スイッ

チを押すとＳＴＯＰし収録が止まります 

 ＴＲＩＧスイッチ： 

  ＳＴＡＲＴスイッチを押したあと、ＴＲＩＧス

イッチを押すとマニュアルトリガが入ります。 

ＴＲＩＧスイッチは１回目が有効で、２回目以

降は押しても無視されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設定スイッチＳＷ１～ＳＷ４：全てＯＦＦ 

・下記の表が本製品で測定・出力できるものです。 
10ch温度電圧 ユニバーサル ひずみ ＤＩ／ＡＬＭ 30ch温度電圧

ユニット ユニット ユニット ユニット ユニット

DC61-201 DC61-202 DC61-203 DC61-204 DC61-205

直流電圧／電流 ○ ○ ○ － ○

熱電対 ○ ○ － － ○

測温抵抗体 ○ － － － ○

ひずみ － ○ ○ － －

接点 ○ ○ ○ － ○

パルス列 － － － ○ －

アラーム出力 － － － ○ －  
【温度電圧ユニット DC61-201,DC61-205】 

・直流電圧・電流の計測、熱電対や測温抵抗体による温度計測、無電圧接点の状態を計測 

できます。 

「直流電圧の計測の例」 

            最大入力電圧 

                 １００Ｖレンジ：１２０Ｖピーク 

                 ２０Ｖレンジ ：１２０Ｖピーク 

                 ２Ｖレンジ  ：１０Ｖピーク 

２０ｍＶ,２００ｍＶ：１０Ｖピーク 

 

 

  「熱電対による温度計測の例」      「測温抵抗体による温度計測の例」 

【ユニバーサルユニット DC61-202】 

・直流電圧・電流の計測、熱電対による温度計測、無電圧接点の 

状態とひずみを計測できます。 

    各チャネルの入力端子は上からＡ(+BV),Ｂ(-IN),Ｃ(-BV) 

Ｄ(+IN),Ｅ(COM)の順です。 

【４ゲージ法設定時】 

 

 

・ひずみの測定を行う場合に１ゲージ法はＡ,Ｂに接続、１ゲージ法３線はＡ,Ｂ,Ｃに接続します。 

    隣辺２ゲージ法はＡ,Ｃに各ゲージ片線をもう片線をＢにそれぞれ２本を接続します。 

    対辺２ゲージ法はＡ,Ｂで１ゲージ、Ｃ,Ｄでもう片方のゲージを接続します。 

    ４ゲージ法では各辺にＡ,Ｂ,Ｃ,Ｄを接続します。 

 

    「ひずみ計測（１２０Ω１ゲージ法）」        「ひずみ計測（１２０Ω１ゲージ３線法）」 

 

 

 

  

  

 

             「ひずみ計測（１２０Ω隣辺２ゲージ法）」     「ひずみ計測（１２０Ω対辺２ゲージ法）」 

 

 

 

 

 

 

 

                         「ひずみ計測（４ゲージ法）」 

 

 

              ※ひずみ計測のブリッジ電圧は２ＶＤＣです。 

【電源ユニット DC61-102】 

・電源スイッチ「ＰＯＷＥＲ」を上（１）へ倒すと電源を通電し、

下（０）へ倒すと電源が切れます。 

・スタンバイランプ「ＳＴＡＮＢＹ」は本製品へ通電中に省電力 

 モードへ移行したとき、赤色のランプが点灯します。 

・電源コネクタ「９０－２６４Ｖ ＡＣ～」は電圧ＡＣ９０Ｖ～ 

 ２６４Ｖの範囲にあることを確認して、付属の電源コードで接 

続します。 

 ９０Ｖ～１３２Ｖの電圧ではＡＣ１００用電源コードを使用し 

それ以上の電圧に有る場合にはＡＣ２００Ｖ用をコードを使用 

してください。 

・本製品を単体で使用する場合は「ＣＡＳＥ 

 №」を「０」に設定します。 

２台以上の複数台接続する場合は、２台目 

以降順に「１」「２」と５ケース最大３００ 

チャネルまで増設することが出来ます。 

 

表示 機能名

通信中 緑色

ＤＨＣＰ取得エラー 赤色

開始トリガ待ち 緑色 収録中 緑色

－ － 時刻トリガ待ち 橙色

内部メモリ不足※1 赤色 内部メモリ一杯 赤色

ＡＬＭ ALARM バランスオーバー 赤色 アラーム検出時※2赤色

ＦＡＩＬ FAIL － － システムエラー 赤色

ＣＦカード書込中※3 橙色 書込先表示※4 橙色

ＣＦカード容量不足※5赤色 ＣＦカード一杯※6赤色

点滅 点灯

ＲＭＴ REMOTE 通信異常 赤色

ＣＦ CF ACCESS

ＲＥＣ RECORD

 

 

- 

+ 

 

 

- 

+ 

 

A +

B -

B

 

 

  

【ＤＩ／ＡＬＭユニット DC61-204】 

・パルス列カウントとアラームの２種類の機能があります。パルス列入

力端子は上から＋,－の順になります。 

 アラームのピン配列は上からａ接点（Ｎ.Ｏ）,ＣＯＭ,ｂ接点（Ｎ.Ｃ） 

の順です。 

 

「パルス列のカウント計測例」 

 ５Ｖ～３０Ｖ 

（入力電圧が約５．２Ｖを越える 

 と入力抵抗は３３ｋΩへ下がり 

 ます） 
 

「アラーム接点の接続例」 

最大開閉電圧：ＤＣ２２０Ｖ 

最大開閉電流：１Ａ 

最大開閉容量：６２．５ＶＡ 

 N.O 
COM 
N.C 

 

ＤＣ６１００ ３０ｃｈモデル（キャリングキット実装）例 

 
※ＣＦカード着脱はパネル表示の「ＣＦ」アクセスランプ消灯時に実施

してください。 ひずみゲージ 

ひずみゲージ 
ひずみゲージ 

ひずみゲージ 

「直流電圧の計測例」 

B 

D 
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 OFF  
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※1 内部メモリ不足： 

内部メモリ残容量なしのため、 

ファイルをクローズし赤色点灯。 

※2 アラーム検出時： 

アラーム用件不成立時、消灯。 

※3 ＣＦカード書込中： 

ＣＦカードアクセス中点滅。 

※4 書込先表示： 

データ収録先にＣＦカード指定。 

※5 ＣＦカード容量不足： 

全容量の９５％。 

(ＣＦカード容量512ＭB以上) 

※6 ＣＦカード一杯： 

ＣＦカード残容量なしのため、 

ファイルをクローズし赤色点灯。 
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【ネットワーク設定】共通のＷｉｎｄｏｗｓネットワーク接続の方法 

手順 ① ＰＣの「スタート」－「設定」－「ネットワーク接続」― 

「ローカルエリアネットワーク接続」を選びます。 

※右図では「ローカルエリア設定」がＥｔｈｅｒｎｅｔで接続、 

「ローカルエリア設定 ２」がＵＳＢで接続の例です。ＵＳＢで 

接続した場合「Ａｃｍｅ ＵＳＢ Ｒｅｍｏｔｅ ＮＤＩＳ  

Ｎｅｔｗｏｒｋ Ｄｅｖｉｃe」と表示されます。 

手順 ② マウスの右クリックで「ネットワーク接続のプロパティ」を開きま 

す。 

手順 ③ プロパティ画面の全般から「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ 

ＩＰ）」を選び「プロパティ」ボタンを押します。 

手順 ④ 「◎次のIPアドレスを使う」を選びＩＰアドレスをＤＣ６１００と 

通信できるアドレスに合わせます。 

       ※ＰＣと１対１で接続する場合は 

        ＩＰアドレス       ：１９２．１６８．１００． １０ 

        サブネットマスク     ：２５５．２５５．２５５．  ０ に設定します。 

       ※ＵＳＢで接続する場合は 

        ＩＰアドレス       ：１９２．１６８．１０１． １０ 

        サブネットマスク     ：２５５．２５５．２５５．  ０ に設定します。 

 

   一時的にＩＰアドレスを変更する場合は、現在設定してある情報 (ＩＰアド 

レス自動的に取得の選択、あるいはＩＰアドレス、サブネットマスク、デフ 

ォルトゲートウェイ) の各項目を控えを記録して置きます。これ以外の設定 

を変更しないように注意してください。 

 

  手順 ⑤ 以上の設定に変更したら「ＯＫ」を押し「インターネットプロトコ 

ル（ＴＣＰ／ＩＰ）」プロパティ画面を閉じ、更に「ローカルエリア 

接続のプロパティ」画面の「ＯＫ」を押してネットワークの設定を 

終ります。 

文書№95691-2792-0000 4版 

 

ＤＣ６１００ 簡易取扱説明書［PC設定編］ 
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内容を無断で転載することは固くお断りしています。 

 
【Ｅｔｈｅｒｎｅｔ接続１】ＰＣと１対１で接続 

ＥｔｈｅｒｎｅｔでＰＣと１対１（ﾎﾟｲﾝﾄ ﾂｰ ﾎﾟｲﾝﾄ）接続で使用するケーブルは「クロスＬＡＮケーブル」です。 

この場合、本製品ＤＣ６１００のＩＰアドレスは一般的には変更する必要が無いため初期値「１９２．１６８．１００．１」のまま使用

します。 

手順 ① クロスＬＡＮケーブル（市販品のクロスケーブル カテゴリ５，６，７を使用可）を準備 

手順 ② ＤＣ６１００の電源をＯＮしてＰＣとクロスＬＡＮケーブルで接続（ＤＣ６１００のＬＡＮコネクタの 

ＬＥＤ緑と橙が点灯） 

手順 ③ ＰＣのネットワーク接続設定 詳細は下の【ネットワーク設定】を参照。ＰＣ側のＩＰアドレスを例えば 

「１９２．１６８．１００．１０」にします。 

手順 ④ ＩＰアドレスを「１９２．１６８．１００．１」に設定して 

「接続」ボタンを押すとＤＣ６１００と接続されます。 

※正常にＤＣ６１００と接続されると、自動で『アンプ』 

が表示されます。操作説明はUnifizer LE for Scannerの取扱説明 

書を参照してください。 

※接続に失敗した場合は以下の項目をもう一度点検し直してから手順① 

からやり直します。 

※クロスＬＡＮケーブルか点検してください。ストレートケーブルであ 

った場合、手順②の確認でＬＥＤが点灯しません。 

※ＰＣのネットワーク接続が変更されているかプロパティで確認します。特にＩＰアドレスが、ＤＣ６１００と重複してない

か点検してください。 

【ＵＳＢ接続】 

本製品ＤＣ６１００のＵＳＢ（２．０）はハードウェア上の接続はＵＳＢですが、ＰＣ内部での扱いは、特殊なドライバ（Ｅｔｈｅｒ

ｎｅｔクラス）を経由することでＥｔｈｅｒｎｅｔとして扱われます。従ってＵＳＢ接続するには以降の２つの操作が必要です。 

１）ＵＳＢドライバのインストール 

手順 ① ＤＣ６１００用のＵＳＢドライバのインストールはＤＣ６１００ 

を電源ＯＮして、インストールするＰＣとＵＳＢケーブルで接続 

します。するとＷｉｎｄｏｗｓのウィザードが働き出します。 

専用のドライバを指定フォルダよりインストールするため 

「いいえ、今回は接続しません」を選び「次へ」を押します。 

手順 ② 専用ドライバのある場所を指定するため「一覧または特定の場所 

からインストールする」を選び「次へ」へ進みます。 

手順 ③ 「次の場所で最適のドライバを検索する」を選び、「リムーバル 

メディア」フロッピー、ＣＤ－ＲＯＭなど）を検索」を選び、 

「次へ」進みます。 

※予めUnifizer LE for Scannerなど添付ＣＤ－ＲＯＭの内容を 

指定フォルダへコピーしてある場合は、そのフォルダを指定。 

手順 ④ ドライバをインストールし始めると警告表示されますが、「続行」を押して進みます。 

手順 ⑤ インストールが継続されます。「完了」が表示されたらボタンを押してインストールが終わります。 

２）ネットワーク設定 

手順 ⑥ ＰＣのネットワーク接続設定 詳細は左下の【ネットワーク設定】を参照。ＰＣ側のＩＰアドレスを例えば 

「１９２．１６８．１０１．１０」にします。 

手順 ⑦ ＩＰアドレスを「１９２．１６８．１０１．１」に設定して 

「接続」ボタンを押すとＤＣ６１００と接続されます。 

※正常にＤＣ６１００と接続されると、自動で『アンプ』が 

が表示されます。操作はUnifizer LE for Scannerの取扱説明 

書を参照してください。 

※接続に失敗した場合は以下の項目をもう一度点検し直してから手 

順①からやり直します。 

 

【Ｅｔｈｅｒｎｅｔ接続２】ネットワークに接続 

ＤＣ６１００のＩＰアドレスをネットワーク管理者より振当てられたアドレスへ変更します。ＤＣ６１００のＩＰアドレスを変更す

るには、一旦ＰＣと１対１で接続して「ＵＳＥＲ．ＰＲＭ」パラメータファイルの内容を書換えて再登録することになります。 

１）ＰＣと１対１接続をします。詳細は、左上【Ｅｔｈｅｒｎｅｔ接続１】を参照して下さい。 

２）ＵＳＥＲ．ＰＲＭファイルの書換え 

手順 ① 付属ＣＤの「ＤＣ６１００」フォルダ内にある「ＵＳＥＲ．ＰＲＭ」をご使用ＰＣの適当なフォルダへコピーして、 

Ｗｉｎｄｏｗｓのメモ帳などテキストエディタで「ＥＴＨ＿ＩＰ」「ＳＵＢＮＥＴ」「ＧＡＴＥＷＡＹ」の各アドレスを 

ネットワーク管理者が指定されたＩＰアドレスに書換え、上書き保存します。 

手順 ② ＩＰアドレスを書換えたＵＳＥＲ．ＰＲＭファイルをＤＣ６１００へ送ります。ＤＣ６１００へＵＳＥＲ．ＰＲＭファイ

ルを送るには、ＦＴＰ(※) にてファイルを転送（上書き）します。 

         ※ デフォルト設定ではＦＴＰ通信ソフトにて、接続先を「ftp://192.168.100.1 (DC6100のＩＰアドレスが 

192.168.100.1の場合)」、ユーザ名「admin」、パスワード「admin01」を指定するとＦＴＰ接続できます。 

３）ＩＰアドレスの登録 

手順 ③ Ｗｉｎｄｏｗｓのプログラム－アクセサリ－通信－ハイパーターミ 

ナルを実行します。接続の設定ウィンドで「名前」の項目を例えば 

「ＤＣ６１００設定」など適当な名前を設定します。 

右図の接続の設定ウィンドで「接続方法」をＣＯＭポートから 

「ＴＣＰ／ＩＰ」へ選択し直します。ホストアドレスにＤＣ６１００ 

のデフォルトアドレス「１９２．１６８．１００．１」を設定、 

ポート番号を「６１００」に設定して「ＯＫ」を押します。 

手順 ④ ハイパーターミナルが起動したら「Ｅｎｔｅｒ」キーを一度押し、 

「ｅ２」アンサーが戻れば正常にＤＣ６１００と接続されています。 

ここでＵＳＥＲ．ＰＲＭファイル内容を有効にするため「ＵＷＤ」と 

大文字でキー入力し「Ｅｎｔｅｒ」キーを押します。 

ＵＳＥＲ．ＰＲＭが有効になると「００」とアンサーが表示されま 

す。「ｅ２」などのエラーが返る場合は、キー入力をもう一度確かめ 

てキー入力します。 

アンサーが「００」と返れば、ＩＰアドレスの書換え完了です。 

一度電源スイッチをＯＦＦし再度ＯＮすると、以降は書換えたＩＰアドレスが有効になります。なお、電源をＯＦＦする

まではこれまで接続したＩＰアドレスのままとなります。 

手順 ⑤ ＤＣ６１００との接続ケーブルをこれまでのクロスＬＡＮケーブルから、ストレートＬＡＮケーブルに交換してネットワ

ークと接続します。 
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